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・
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博

士
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戸

正

雄

精
神
科
皐
の
新
分
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論
吟
味
・
文
庫
二
博
士
米
田
庄
太
郎

景

気

に

於

け

る

勢

力

の

作

用

丈

宰

博

士

高

田

保

馬

穀

物

専

貰

論

・

経

済

撃

土

人

木

芳

之

助

曾

計

事

の

本

質

芯

其

の

問

題

・

経
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崎

川

虎

三
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景

気
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動

の

研

究
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経

日

開
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平

士

柴

田

敬

魚

食

論

・

4

・

法

血

三

博

士

財

部

静

治

経
管
経
済
畢
何
時
認
識
目
的
の
規
範
者
:
:
:
経
済
撃
士
大
塚
一
期

貨
幣
債
値
安
定
れ
な
ク
レ
ヂ
ッ
ト
ペ
吋
・
:
・
絡
君
主
松
岡
孝
兄

徳
川
時
代
諸
藩
の
悶
産
曾
所
に
就
い
て
-
空
主
主
堀
江
保
蔵

商

人

排

除

の

傾

向

に

就

て

・

:

・

押

さ

主

主

谷

口

吉

彦

経
漕
皐
の
認
識
主
観
託
宣
践
哲
皐
者
:
:
抑
制
暁
峯
博
士
石
川
興
二

土
佐
藩
に
於
け
る
育
子
令
に
就
て
・
将
司
章
博
士
本
庄
柴
治
部

企

業

の

競

争

・

終

草

博

士

小

島

昌

太

郎

英

米

の

所

得

税

・

同

四

重

博

士

汐

見

三

郎

新
着
外
岡
経
漕
雑
誌
主
要
論
題



土
佐
藩
の
育
子
令
に
ヲ
い
て

ム

'、

第
一
一
斑

一』
F 、

第
一
一
-
十
四
谷

土
佐
藩
の
育
子
令
に

L 、
Jつ

て

オヰ

柴

y台

p
h
H
 

4
H
H
H
 

日う

ー

我
国
徳
川
時
代
に
人
口
制
限
の
行
は
れ
、

立
母
訓
ワ
存
雪
ぜ
ち
3
一一戸、

〉

t
t
E十
I

，A寸
/
〆

ah
一
官
二
ん
!

R

J

v

r

L

J

1

J

L

P

こ
の
随
習
矯
正
の
た
ゆ
、

各
藩
に
於
て
育
子
令
の
費
せ
ら
れ
た
・
」
と

土
佐
帯
に
於
て
も
亦
こ
の
こ
L
一
川
行
は
れ
て
。

こ
の
貼
-
」
つ
い
て
従
来
公
に
ぜ
ら
れ

t
も
の
は
種
々
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
余
の
事
聞
を
以
て
す
れ
ば
、

先
づ
明
治
三
十
八
年
十
一
月
刊
行
の
央
文
聴
氏

若
「
戦
後
麗
管
人
口
政
策
」
hr-
暴
C
べ
き
で
あ
ら
う
。
問
書
に
ほ
賓
暦
九
年
七
月
の
令
、
寛
政
午
年
三
月
、
交
政
六

年
八
月
の
A
?
を
掲
げ
、
明
治
初
年
の
令
に
及
ん
で
居
る
。
ま
に
大
正
六
年
二
月
刊
行
の
「
高
知
誌
善
協
曾
市
草
史
」

に
ち
右
と
同
様
の
令
を
掲
げ
、
明
治
以
後
の
養
院
、
読
々
祉
、
育
児
合
等
の
沿
草
を
詳
述
し
て
居
る
。
最
近
入
手

.
し
た
「
皆
山
集
〕
指
令
七
十
六
に
は
、
以
上
の
外
宵
二
三
の
激
論
令
其
他
の
記
事
を
載
せ
て
ゐ
る
か
ら
、
弘
に
之
を
紹

介
し
て
人
口
問
題
研
究
の
資
料
に
供
し
た
い
と
思
ふ
。

先
づ
賓
暦
九
年
間
七
月
の
令
を
載
せ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
本
文
は
左
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
昌
院
山
内
豊
敷

の
と
一
一
き
で
あ
る
。

人口及人口問題参照
土佐史料巻310 救済の官I~に出づ

胡i箸
潟本2) A

9
2
主
事
事
笠



『
一
、
古
へ
ん
n
一
貧
窮
に
で
数
子
を
養
ひ
候
儀
難
相
成
者
は
、
子
出
生
之
後
叉
は
胎
内
に
で
も
殺
捨
候
事
有
之
、
且
養
ひ
の
一
憂
な
寺
輩
に
も
ま
土
桐
之

事
に
候
。
然
に
習
俗
と
成
候
て
は
、
右
等
之
仕
形
も
不
思
俸
健
様
成
行
候
。
誠
に
天
道
を
不
恐
義
、
人
た
る
者
之
致
問
致
事
に
候
。

一
、
二
子
三
子
を
産
候
者
有
之
時
は
耽
辱
成
事
と
し
て
押
隠
し
、
或
は
其
子
を
殺
し
僕
事
も
有
之
候
。
素
よ
り
繁
柴
之
儀
に
て
、
全
忌
嫌
候
諜
は

無
之
候
。
下
賎
之
者
不
帥
神
道
理
放
と
は
申
な
が
ら
、
天
之
助
を
拾
候
殴
愚
昧
之
至
可
恐
事
に
候
。

右
之
傑
々
捨
義
理
背
人
道
事
共
に
候
、
於
同
内
市
開
而
無
之
様
に
吃
度
可
恨
守
者
也
』

t
T
一刀

夫
は
天
明
八
年
六
月
二
十
二
日
の
靖
徳
院
(
山
内
豊
薙
)
の
書
付
で
あ
る
。
そ
れ
に
は

『
凡
諸
物
之
中
、
人
ほ
ど
寧
き
も
の
な
し
。
某
寧
き
人
に
主
れ
ん
と
す
る
子
を
、
近
来
胎
死
、
月
た
ら
ず
な
ど
と
て
取
上
さ
る
も
の
も
有
之
と
聞
ゅ
。

誠
に
不
怒
不
仁
是
I
P
活
た
る
事
な
し
。
者
少
し
に
で
も
貰
び
た
る
子
を
殺
せ
ば
、

子
殺
」
し
て
霊
智
刑
詩
あ
る
事
、
皆
人
知
れ
る
事
也
。
北
(
叩
』
一

に
ひ
ー
と
し
き
事
を
な
ナ
也
、
間
帯
設
涜
円
台
に
随
び
4
1
漫
を
弊
「
さ
る
枚

ι。
以
来
い
づ
ル
も
十
小
心
に

t
h
へ
り
ぽ
恨
む
べ
J

{

と
あ
る
。
文
政
六
年
八
月
の
分
は
十
二
代
豊
費
の
と
き
に
獄
せ
ら
れ
に
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
前
越
の
諸
書
に
見
一

え
て
居
る
が
、
費
暦
九
年
の
散
論
令
の
趣
旨
を
更
に
鯛
示
し
た
色
の
で
あ
る
。

降
っ
て
天
保
十
三
年
三
月
更
に
突
の
如
き
埋
葬
令
が
愛
せ
ら
れ
、

実
際
に
も
賀
暦
九
年
の
教
諭
A
T
が
繰
返
し
達

せ
ら
れ
に
と
い
ふ
。

『
出
生
之
子
胎
苑
或
は
七
夜
に
不
満
中
致
病
死
候
時
は
、
屋
敷
内
へ
葬
方
い
た
し
候
族
も
不
・
少
趣
相
問
、
心
得
達
之
事
に
候
。
向
後
赤
子
た
り
共
死

失
之
儀
、
時
ゐ
再
逮
出
墓
地
へ
手
韓
可
相
葬
鏡
』

一一一

「
皆
山
集
」
に
は
以
上
の
外
、
向
「
若
山
雑
記
」
の
記
事
を
引
用
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
は

『
延
費
五
己
年
噛
耳
目
白
公
御
留
守
年
也
。
六
月
十
八
日
伊
達
兵
部
殿
被
召
仕
女
中
産
前
に
付
、
産
致
す
共
、
子
は
介
不
申
筈
に
付
、
町
方
よ
り
右
之
首

尾
致
ナ
老
女
差
人
乗
而
申
付
置
遣
し
申
筈
白
由
、
安
藤
浦
兵
衛
被
申
問
、
御
預

P
人
之
儀
に
付
朱
で
従
公
儀
被
申
付
、
定
之
遁
首
尾
致
す
様
市
川

土
佐
藩
白
育
子
令
に
つ
い
て

第
三
十
四
巻

一一六

第

披

一一占F、



土
佐
務
の
育
子
令
に
つ
い
て

第
三
十
四
巻

第
一
務

二
六
回

二
六
回

権
大
夫
伊
藤
太
右
衛
門
伊
藤
八
郎
左
衛
門
を
曾
所
へ
呼
、
念
を
入
其
旨
申
波
様
に
主
云
々
。
入
月
九
日
産
自
事
右
、
子
は
胎
死
k
云
h

。

草
行
云
、
或
老
人
に
問
、
此
以
前
は
座
死
す
と
も
甚
精
密
に
し
て
尤
た
宜
/
¥
の
事
な
り
し
に
、
兵
部
殿
召
仕
女
数
人
あ
り
て
、
産
す
る
事
度
L
R

あ
り
、
其
度
毎
に
揚
婆
に
内
喰
匪
死
な
さ
し
め
し
よ
り
台
然
盛
に
立
至
り
、
後
々
は
通
例
の
様
に
思
ひ
取
斗
事
と
は
な
り
ね
云
L
R

。
A
R
匪
死
の
墓

は
吸
江
山
中
兵
部
墓
の
乾
白
方
山
下
に
有
、
伊
達
兵
部
口
口
息
墓
延
費
五
口
口
年
八
月
九
日
と
あ
り
、
是
英
一
な
る
べ
し
。
』

と
あ
る
が
、

こ
れ
が
果
し
て
間
引
疏
析
の
起
源
な
り
や
否
や
は
頗
る
疑
問
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る

Q

ま
に
衣
の
如

き
記
事
が
め
っ
て
、
土
佐
に
於
て
一
般
に
間
引
の
行
は
れ
て
ゐ
た
一
傍
謹
と
も
見
ら
れ
る
。
即
ち
日
〈

『
品
崎
叉
四
郎
は
本
布
師
回
む
農
家
よ
り
出
た
り
。
同
姓
彼
村
に
繁
昌
し
て
数
軒
宥
り
と
そ
。
足
軽
よ
り
下
横
目
に
た
り
、
名
字
幅
と
な
る
。
此
家

風
美
事
多
し
。
一
門
生
れ
印
刷
る
子
在
不
奉
者
な
し
。
後
の
交
P
に
種
崎
に
近
族
あ
り
c

其
者
へ
常
に
い
ま
し
め
し

ω
.
v
か
税
貧
乏
ナ
る
乙
も
生

れ
来
る
子
は
殺
す
べ
か

b
ず
さ
エ
じ
る
に
、
此
も
の
一
も
、
う
け
か

H
Fた
る
に
後
に
、
一
、
と
皮
叉
問
郎
に
際
し
て
子
を
器
ざ
る
事
右
し
に
、
庄
司
者

舵
乗
商
買
す
る
者
に
て
年
経
て
瀬
戸
内
へ
行
て
、
義
且
加
療
品
に
至

p
o
能
き
序
な
れ
ば
、
官
品
に
読
ん
と
志
し
で
其
夜
宿
を
借
り
て
居
た
る
に
、

出
雲
岡
田
者
に
参
詣
を
志
し
て
同
宿
せ
し
に
、
夜
中
に
至
て
俄
に
主
に
断
で
宿
を
替
ぬ
。
不
答
に
思
ひ
て
尋
ね
る
に
主
の
語
り
け
る
は
宿
願
の
事

に
よ
り
て
、
は
る

/
L出
雲
よ
り
愛
に
来
る
に
土
左
の
人
と
不
斗
今
夜
同
宿
せ
り
。
土
左
白
人
は
生
れ
来
る
子
を
殺
す
と
云
へ
ば
、
其
闘
の
人
と

同
宿
し
て
は
明
日
御
宮
に
詣
ん
事
、
慢
り
あ
り
と
て
宿
を
替
ね
と
語
り
し
。
此
商
人
出
雲
白
人
語
り
問
で
先
年
の
事
を
思
ひ
出
し
、
此
度
は
紳
詣

を
止
て
家
に
間
四

p
、
又
四
郎
に
謝
し
て
後
行
を
吹
め
ね
ー
と
云
事
等
記
し
た
る
小
冊
子
あ
り
。
(
中
略
)
右
冊
子
御
覧
あ
り
た
る
か
、
靖
徳
院
様
或
時

此
事
を
被
仰
出
、
風
俗
、
と
は
申
し
な
が
ら
是
非
も
な
き
事
也
。
賞
に
圃
主
の
恥
辱
此
上
な
し
と
て
御
落
涙
被
遊
し
と
、
厄
に
承
り
ぬ
と
、
往
年
民

詰
氏
擁
之
明
被
語
し
を
宮
崎
高
門
承
り
ぬ
と
宥
り
o
』

四

土
佐
藩
に
於
て
稜
せ
ら
れ
亡
散
論
令
に
つ
い
て
は
上
越
の
如
〈
で
あ
る
が
、

そ
れ
等
は
何
れ
も
嬰
児
歴
殺
若
く

は
開
胎
の
人
道
に
反
す
る
こ
と
を
説
き
し
も
の
で
あ
っ
て
、
精
神
的
数
識
を
蓮
べ
に
に
止
ま
っ
て
ゐ
る
。
他
の
各

藩
に
於
て
は
そ
れ
と
同
時
に
育
子
米
金
施
奥
の
方
法
に
抹
つ
七
も
の
が
少
〈
な
い
が
、
土
佐
藩
に
於
て
は
果
し
て

y

重
修
正
義
撃
墜



か
〉
る
物
質
的
援
助
の
方
法
が
行
は
れ
た
か
否
や
は
、
猶
明
か
で
な
い
。
少

t
と
も
以
上
の
史
料

rけ
で
は
寧
ろ

消
極
的
に
解
韓
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。

明
治
二
年
十
一
月
に
は
究
の
如
き
布
告
が
費
せ
ら
れ
た
。
即
ち

『
土
地
の
一
風
俗
に
寄
、
生
子
を
不
孝
の
惑
習
有
之
、
皐
寛
欲
心
の
鴛
に
愛
情
を
奪
は
れ
、
人
遣
を
取
失
ひ
禽
軟
に
も
劣
る
と
雌
と
も
却
て
不
怪
に
至

れ
り
。
就
て
は
先
年
養
徳
院
様
御
仁
心
を
以
、
右
慈
習
御
殿
禁
被
仰
出
候
得
共
、
猶
不
柏
吹
の
弊
も
有
之
哉
、
貰
に
書
キ
敷
次
第
に
候
。
依
て
此

度
知
事
様
深
〈
御
痛
心
被
選
、
養
院
御
取
立
之
御
詮
議
有
之
右
御
仕
様
相
立
候
迄
出
生
の
小
児
養
育
方
難
挫
の
者
へ
は
相
際
政
府
よ
り
御
扱
可
被

仰
付
筈
に
候
得
共
、
近
来
御
入
費
多
端
の
折
柄
に
付
、
時
宜
に
寄
、
知
事
様
御
家
旅
を
恋
始
、
士
族
以
下
農
商
に
至
る
迄
、
相
憶
の
出
健
被
仰
付

儀
も
可
有
之
供
。
執
も
右
御
趣
意
事
引
受
、
市
中
部
浦
之
者
は
地
下
佼
共
常
々
相
議
、
悪
習
陀
皮
相
吹
候
様
可
取
計
、
以
後
地
干
役
品
世
帯
力
む
精

不
精
を
も
御
礼
級
仰
付
、
若
不
心
得
町
議
有
之
、
人
前
一
E
取
止
へ
候
者
は
殿
致
議
穿
壊
死
刑
に
可
被
良
悦
保
、
御
趣
意
h
u
占
「
叫

e
h
H
守
碍
』

時
の
知
事
は
山
内
豊
範
で
あ
る
が
、
五
に
養
院
創
設
の
計
劃

E
な
ち
、
献
金
を
申
出
づ
る
も
の
も
多
か
つ
亡
。

や
が
て
設
々
祉
の
設
立
を
見
る
に
至
つ
に
こ
と
は
注
意
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
が
、
其
等
維
新
以
後
に
属
す
る
事
件

は
、
他
日
機
舎
を
得
て
之
を
遁
べ
七
い
左
思
ふ
。

土
佐
落
の
育
子
令
に
つ
い
て

第
三
十
四
谷

/、

五

第
一
披

一
一
大
五


